
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：マレー半島の多様な森林植生タイプにおいて、多孔菌類を中心とした

木材腐朽菌などきのこ類のインベントリー調査を行うとともに、主要な木材腐朽菌についてシ

ーケンスを行い、分子情報を明らかにした。低地熱帯老齢林、山地林、マングローブ林にはそ

れぞれ固有と思われる種が分布、特に低地林、山地林ではマレーシア国外から知られない種が

認められた。これまで約 100 サンプルについてシーケンスを明らかにし、これらの種について

は分子情報からの同定が可能になった。 
 
研究成果の概要（英文）：We made inventory of polypores and other wood-inhabiting fungi at 
various forest types in Malay Peninsula, and sequenced common and/or important species. 
Several species are considered specific to lowland old growth forest, montane forest and 
mangrove forest. Some species recorded from lowland or montane forests are hitherto 
known only from Malaysia. About 100 samples were sequenced, and then these species can 
be determined only from molecular data.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) マレーシアは生物多様性のホットスポッ
トであり、木材腐朽菌などのきのこ類につい
ても、多数の固有種や希少種が分布すると考
えられる。これらの保全を考える上で、それ
ぞれの種が分布する森林環境を明らかにす
る必要がある。 
(2) 木材腐朽菌などのきのこ類は植物病原菌

となるものも多い反面、医薬食品や酵素利用
等様々な有効利用も行われている。これらの
菌は多くの場合培養菌糸のみから同定の必
要がある。それには必要な分子情報が必要で
あるが、東南アジア産種については、まだほ
とんどの種について分子情報が解明されて
いない。 
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２．研究の目的 
(1) マレーシア産きのこ類のうち主要種、固
有種や希少種の生息する森林型を明らかに
し、マレーシア半島における菌類多様性保全
施策への一助とする。 
(2) これらの分子情報を明らかにし、培養菌
糸のみからのこれらの同定、および非専門家
によるこれらの同定を可能にする。 
(3) 主要種の形態情報、分子情報、および生
態情報を一元的管理する。 
 
３．研究の方法 
(1) マレー半島の低地熱帯老齢林である
Endau Rompin、Pasoh Forest Reserve、
Tasik Bera 及び山地林である Cameron 高原、
Fraser’s Hill などにおいて菌類調査を行い、
標本の収集、同定および DNA の抽出を行っ
た。また、マレーシア人カウンターパート ( 
マレーシア森林研究所 Lee Su See 博士およ
びその研究グループ）がマレー半島各地の低
地熱帯老齢林、高地林、二次林、マングロー
ブ林などから収集した木材腐朽菌等きのこ
類標本の同定を行った。カウンターパートに
よる採集標本を含む標本データ、文献上の情
報も含め、主要種の分布域・依存する森林タ
イプ等を調査した。 
(2) 菌体より DNA を抽出、核 rITS 領域の
シーケンスを行った（プライマー ITS4, 
ITS5）。得られたシーケンスについてはデー
タベース登録済みシーケンスと相同性検索
を行い、相同性の高い種を明らかにするとと
もに、近縁種などの登録済みデータと大きな
矛盾がないことを確認した。 
 
４．研究成果 
(1) 標本検討および文献情報収集の結果、マ
レーシアの低地林および高地林にはそれぞ
れ現時点で固有種と考えられる種が多数分
布していた（表１）。マレーシア低地林固有
種と考えられる種のうち、Postia stellifera
は本研究の成果として新種記載された種で
ある（図１）。本種は Postia 属の既知種とし
ては唯一地上から発生、柄と傘を有する一般

表１．マレー半島のみから記録のある多孔菌類 

種名 低地林 高地林

Abortiporus zonatus +  

Antrodiella diffluens +  

Antrodiella heritierae +  

Antrodiella xanthochroa  + 

Buglossoporus magnus +  

Cristelloporia pahangensis +  

Daedalea lusor +  

Flabellophora velutinosa +  

Microporellus pahangensis +  

Microporellus subumbonatus +  

Oxyporus rufipusillus +  

Perenniporia albocinnamomea +  

Perenniporia decurrata +  

Perenniporia ferruginea +  

Perenniporia marmorata +  

Perenniporia penangiana +  

Polyporus aurantibrunneus +  

Polyporus pervadens +  

Postia stellifera +  

Rigidoporus adnatus +  

Rigidoporus malayanus  + 

Skeletocutis basifusca +  

Skeletocutis falsipileatus +  

Trametes daedaleoides +  

Trametes rugosituba  + 

Trametes suberosifusca +  

Trametes subligativa +  

Trametes umbrinopallens +  

Trichaptum suberosum +  

Tyromyces languidus +  

Tyromyces nemorosus +  

Vanderbylia subincarnata +  

Wrightoporia gyropora +  

Wrightoporia trimitica   + 

 

 
図１．Postia stellifera． 



 

 

的なきのこ型をした菌であり、他の既知種と
外部形態が大きく異なるが、分子系統学的検
討から Postia 属に含まれることが明らかに
なった。 

Buglossoporus magnus（図２）および
Antrodiella heritieraeはいずれもこれまで
シンガポールまたはマレーシアから採取さ
れたタイプ標本のみから知られ、これらの採
集以降いずれも 50年以上採集例がなかった。
本研究の結果、前者は Endau Rompin および
Pasoh で、後者は Endau Rompin において再発
見された。これら２種の分布がこれまで確認
された森林はいずれも老齢の低地熱帯林で
あり、これらはマレー半島の原生的低地林の
固有種と考えられる。特に、B. magnus は子
実体が極めて大型で大径の倒木から発生し
ており、原生林的森林に強く依存するものと
考 え ら れ る 。 こ の ほ か 、 Perenniporia 
decurrata 、 Skeletocutis basifusca 、
Trametes daedaleoides 、 Trametes 
suberosifusca、Tichaptum suberosus などが
今回低地熱帯老齢林から記録されたが、現時
点でマレーシア国外からは未記録である。マ
レー半島の低地熱帯林では、他にも未記載種
と考えられる標本が多数採集されており、今
後低地林固有種と考えられる種が増加する
可能性がある。 

マレー半島高地林に分布する種には、１）

低地熱帯林との共通種、２）高地林固有種、
および３）東南アジア高地林と東アジア温帯
林との共通種、が存在していた。1)について
は、低地熱帯林に分布する普通種の多くが高
地にまで分布しており、Amauroderma rugosum、
Ganoderma australe、Microporus affinis 等
多数の種が確認された。文献調査等の結果、
２）および３）には発生頻度の低い希少種が
多く認められた。今回 Cameron Highland で
分布が確認された Meripilus applanatus は
これまで標本数点が知られているが、いずれ
も東南アジアの山地林で採取されており、東
南アジア山地林固有種と考えられる。
Trametes rugosituba はこれまで原記載に用

いられた標本以外は知られていなかったが、
高地林である Fraser’s Hill では比較的普
通に見られる一方、低地林では全く見られな
かった。ほかにも、今回採集された Datronia 
sp., Ceriporia sp.などは、既知種に形態的
特徴が一致する種がなく、また DNA 情報から
も近縁なものはデータベース上に認められ
なかった。高地林の固有種についても多くの
未記載種が残されている可能性があり、これ
らについては今後も種名や所属の検討を継
続する。 

マングローブ林から確認された木材腐朽
菌の種数は少なかった。しかし、Phellinus 
rimosus に近縁の種は複数のマングローブ林
から記録されているものの、他の森林タイプ
からは記録されておらず、マングローブ林固
有種の可能性が高い。今後本種の種名を明ら
かにする必要がある。 

このように、低地熱帯老齢林、高地林、マ
ングローブ林の各森林タイプには固有の種
が分布しており、その中には採集例が極めて
限られた希少種が含まれていた。このことか
ら、菌類多様性保全上、多様なタイプの森林
の保全が重要であることが明らかになった。
なお、今回検討した標本はマレーシア森林研
究所菌類標本庫に保管されており、菌類の同
定に関わるマレーシア内外の研究者が利用
可能である。 
(2) これまで約 130 サンプルについて ITS 領
域のシーケンスを試み、うち 98 点について
はデータベース登録可能な 600bp以上のシー
ケンスに成功した。うち、44 サンプルは 95%
以上一致するものがデータベース上に未登
録で、データベース未登録種の可能性がある。
Coriolopsis retropicta、Daedalea lusor、
Perenniporia permacilenta 、  Trichaptum 
durum など多くの種は、これまでデータベー
ス上に登録されたものの中に 85%以上一致す
るものがなかった。ITS 領域の相同性と属な
どの分類群の解釈には明確な基準はないが、
今後当該属の見直しに際しては、これらは重
要な情報になる可能性がある。また、
Elmerina、Echinoporia、Flabellophora 等は
属レベルでまだデータベース上での登録が
行われていない菌群であり、今回の研究によ
って初めて塩基配列が明らかになったもの
である。 

現在、シーケンスデータがデータベース未
登録のものについて登録作業を進めている。
登録されたデータとの比較を行うことによ
り、今後当該分野の分類専門家以外の研究者
等もこれらの菌を容易に同定することがで
きるようになる。また、菌株のみからの同定
や環境中の DNA からの同定が可能になり、菌
株を用いた様々な応用研究や、環境 DNA を対
象とした多様性解析研究など、多方面でのデ
ータの有効利用が見込まれる。 

図 2．Buglossoporus magnus．



 

 

本研究によって得られた情報は「標本」、
「形態学的情報」、「生態・分布」、「塩基配列」
が一元的に管理されており、必要に応じて標
本の再検討も可能である。今後、アジア産の
木材腐朽菌に関する基礎的・応用的研究を進
める上で、多方面での有効活用が期待される。  
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